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のウイルスの検出や定量に応用した。まず、Human immunodeficiency virus type-1(HIV-1)
患者血清中のウイルスRNA量の高感度定量的検出法(検出限界1コピー)を開発し、HIV-1のR
NAを測定した。更に、本法が患者血清中のウイルスRNA量の治療に伴う変動も明確にでき
ることを示し、本法による経時的定量は治療効果判定や病状進行予測へ応用できることを
示した。続いて、環境水や感染原因食品からのノロウイルスの定量的検出法を開発し、ノ
ロウイルスの推定伝播経路である患者糞便、魚介類、環境水のノロウイルスの検査に用い
られることを示した。 
日本における環境基準は殆どが化学物質を対象としており、微生物に関しては大腸菌群数
のみが調べられており、ウイルスについては全く調べられていない。申請者は、本研究で
検出限界が10コピーという高感度なウイルスの定量的検出法を開発することにより、ウイ
ルスの環境モニタリングができることを提唱した。また、これらの検出法は、特殊な機器
に頼ることなく、発展途上国でも実施可能であり、本法は世界規模でウイルス性感染症の
研究に貢献すると考えられる。以上より、本学位論文は内容的には学位(博士)論文に十分な
内容であることを確認した。 
 
 
 
